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今年度の災害

令和元年度の出⽔期は、⼤⾬や暴⾵により多くの災害が発⽣し、特に以下の4事例は被害が⼤きかった。

●台⾵第15号による暴⾵と⼤⾬
• 伊⾖諸島や千葉県を中⼼に暴⾵。
• 東海地⽅や関東地⽅を中⼼に⼤⾬。

9⽉7⽇から9⽉9⽇までの期間最⼤⾵速
東京都神津島で43.4メートル、千葉県千葉で35.9メートル

9⽉7⽇から9⽉9⽇までの総降⽔量
静岡県天城⼭で450.5ミリ、東京都⼤島で314.0ミリ

●前線による⼤⾬
• 九州北部地⽅を中⼼に⼤⾬。
• 佐賀県、福岡県、⻑崎県に⼤⾬特別

警報を発表。

8⽉26⽇から8⽉29⽇までの総降⽔量
⻑崎県平⼾で626.5ミリ
佐賀県唐津で533.0ミリ
福岡県久留⽶で408.0ミリ

●低気圧等による⼤⾬
• 千葉県や福島県を中⼼に⼤⾬。

10⽉24⽇から10⽉26⽇までの総降⽔量
千葉県⽜久で285.0ミリ
福島県浪江で251.5ミリ

●台⾵第19号による⼤⾬と暴⾵
• 静岡県や新潟県、関東甲信地⽅、東北地⽅を

中⼼に広い範囲で記録的な⼤⾬。
• 13都県に⼤⾬特別警報を発表。

10⽉10⽇から10⽉13⽇までの総降⽔量
神奈川県箱根で1001.5ミリ
静岡県湯ケ島で760.0ミリ
埼⽟県浦⼭で687.0ミリ
東京都⼩沢で649.0ミリ
宮城県筆甫で607.5ミリ
岩⼿県普代で467.0ミリ

油の流出状況 8月28日時点

住宅の被害写真（鋸南町岩井袋地区）

鹿島川（佐倉市）10/27 15時頃

北陸新幹線車両基地 浸水状況
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9⽉5⽇3時 発⽣
1002hPa 18m/s

9⽉5⽇21時
996hPa 20m/s

9⽉6⽇9時
992hPa 20m/s

9⽉6⽇21時
985hPa 30m/s

9⽉7⽇9時 強い
975hPa 35m/s

9⽉8⽇9時 ⾮常に強い
955hPa 45m/s

9⽉7⽇21時 強い
960hPa 40m/s

9⽉8⽇21時 ⾮常に強い
955hPa 45m/s

9⽉9⽇9時 強い
970hPa 40m/s

南⿃島
⽗島

⼋丈島

9⽉9⽇21時
985hPa 30m/s

9⽉10⽇9時 992hPa
温帯低気圧に変わる9⽉9⽇5時前

千葉市付近に上陸

9⽉9⽇3時前
三浦半島付近を通過

9⽉9⽇4時 強い
960hPa 40m/s

今年度の災害

１．8月26日から29日にかけての前線による大雨
（佐賀県、長崎県、福岡県に大雨特別警報）

停滞していた前線に向かって暖かく湿った空気が流れ
込み、九州北部地⽅を中⼼に⼤⾬となった。26⽇から
29⽇までの総降⽔量は⻑崎県平⼾市平⼾で626.5
ミリ、佐賀県唐津市唐津で533.0ミリに達するなど８⽉
の⽉降⽔量平年値の2倍を超える⼤⾬となった。特に、
28⽇明け⽅には線状降⽔帯が停滞したため、3時間
降⽔量などの観測記録を更新するような⼤⾬となった。
この記録的な⼤⾬により、28⽇5時50分に佐賀県、
福岡県、⻑崎県に⼤⾬特別警報を発表した。
この⼤⾬の影響で、河川の氾濫、浸⽔害、⼟砂災害

が発⽣した。

気象レーダー

8⽉28⽇6時

九州⻄海上から発達した
⾬雲が次々と九州北部
地⽅に流れ込んだ

３時間降⽔量の期間最⼤値
（8⽉26⽇〜8⽉29⽇まで）

※1

※1

※1

※2

２．台風第15号による暴風と大雨 台⾵経路図

※1︓観測史上1位を更新

期間最⼤⾵速
（9⽉7⽇〜9⽉9⽇まで）

台⾵第15号の接近・上陸に伴い、東京都
神津島村神津島で最⼤⾵速43.4メートルを
観測するなど伊⾖諸島と関東地⽅南部の6地
点で最⼤⾵速30メートル以上の猛烈な⾵を
観測し、関東地⽅を中⼼に19地点で最⼤⾵
速の観測史上１位の記録を更新した。また、
9⽉７⽇から９⽇までの総⾬量は伊⾖市天
城⼭で450.5ミリに達し、⼤島町⼤島や伊⾖
市湯ヶ島で300ミリを超える⼤⾬となった。
この暴⾵の影響で、千葉県では電柱の倒壊

が相次ぎ、広い範囲で停電が発⽣したほか、
⼤⾬の影響で浸⽔害や⼟砂災害が発⽣した。

※1︓観測史上1位を更新
※2︓8⽉の1位の値を更新

※1

※1

※1

※1

※1
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低気圧に向かって南
か ら

暖かく湿った空気が流
入

台風周辺の湿った
空 気 が 低 気 圧 に
向かって流入

台風第21号

今年度の災害
３．台風第19号による大雨と暴風
（13都県に大雨特別警報）

24時間降⽔量の期間最⼤値
（10⽉10⽇〜10⽉13⽇まで）

※1

※1

※1

※1

※2

静岡県や新潟県、関東甲信地⽅、東北地⽅
を中⼼に広い範囲で記録的な⼤⾬となった。10
⽉10⽇から13⽇までの総降⽔量は神奈川県
箱根町箱根で1000ミリに達し、東⽇本を中⼼
に17地点で500ミリを超えた。この記録的な⼤
⾬により、13都県に⼤⾬特別警報を発表した。
この⼤⾬の影響で、広い範囲で河川の氾濫が

相次いだほか、⼟砂災害や浸⽔害が発⽣した。

４．10月24日から26日にかけての低気圧等による大雨

⻄⽇本、東⽇本、北⽇本の太平洋沿岸に
沿って進んだ低気圧と⽇本の東海上を北上した
台⾵第21号の影響により、関東地⽅から東北
地⽅の太平洋側を中⼼に⼤⾬となった。特に千
葉県や福島県では、10⽉24⽇から26⽇までの
総降⽔量が200ミリを超えたほか、3、6時間降
⽔量の観測史上1位の値を更新する記録的な
⼤⾬となった。
この⼤⾬の影響で、千葉県や福島県を中⼼に

⼟砂災害、浸⽔害、河川の氾濫が発⽣した。

3時間降⽔量の期間最⼤値
（10⽉24⽇〜10⽉26⽇まで）

※1︓観測史上1位を更新
※2︓10⽉の1位の値を更新

※1

※1

※1︓観測史上1位を更新
※2︓10⽉の1位の値を更新

※1

※2

10⽉25⽇9時

天気図

9⽇9時 ⼤型 猛烈な
915hPa 55m/s

9⽇21時 ⼤型 猛烈な
915hPa 55m/s

12⽇9時 ⼤型 強い
950hPa 40m/s

11⽇21時 ⼤型 ⾮常に強い
945hPa 45m/s

11⽇9時 ⼤型 ⾮常に強い
935hPa 45m/s
10⽇21時 ⼤型 ⾮常に強い
920hPa 50m/s

10⽇9時 ⼤型 猛烈な
915hPa 55m/s

12⽇18時 ⼤型 強い
955hPa 40m/s

12⽇21時 ⼤型 強い
965hPa 35m/s

13⽇9時 ⼤型
975hPa 30m/s

10⽉12⽇19時前
伊⾖半島に上陸

台⾵経路図 13⽇12時 温帯低気圧に変わる
980hPa



「令和元年台⾵第19号」 と「平成30年７⽉豪⾬」との⽐較
平成30年7⽉豪⾬は、6⽉28⽇から7⽉8⽇までの総降⽔量が多いところで1,800ミリを超えた。特に7⽉5⽇から8⽇の4⽇間

で⻄⽇本を中⼼に強い⾬や激しい⾬が断続的に降り、多くの地点で48、72時間降⽔量の観測史上1位を更新した。
これに対して、令和元年台⾵第19号は、10⽉10⽇から13⽇までの総降⽔量が多いところで1,000ミリを超えた。台⾵が接

近・上陸した10⽉12⽇から13⽇にかけての半⽇から1⽇程度で静岡県や新潟県、関東甲信地⽅、東北地⽅を中⼼に広範囲
に短時間で⾮常に激しい⾬や猛烈な⾬が降り、10⽉の⽉降⽔量平年値の約３倍となったところもあり、多くの地点で12、24
時間降⽔量の観測史上1位を更新した。

令和元年台⾵第19号

平成30年７⽉豪⾬
平成30年

7⽉5⽇~8⽇
広島県呉市

（呉アメダス）

平成30年
7⽉5⽇~8⽇
岡⼭県倉敷市

（倉敷アメダス）

平成30年
7⽉5⽇~8⽇

愛媛県宇和島市
（宇和島アメダス）

令和元年
10⽉10⽇~13⽇

⻑野県佐久市
（佐久アメダス）

令和元年
10⽉10⽇~13⽇
神奈川県相模原市
（相模湖アメダス）

令和元年
10⽉10⽇~13⽇

宮城県丸森町
（筆甫アメダス）

猛烈な⾬
⾮常に激しい⾬

激しい⾬

強い⾬
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■期間最⼤24時間降⽔量（アメダス）

「令和元年台⾵第19号」 と「平成30年７⽉豪⾬」との⽐較
令和元年台⾵第19号

平成30年7⽉豪⾬

観測史上1位を更新した地点数︓103地点

■期間最⼤48時間降⽔量（アメダス）

観測史上1位を更新した地点数︓77地点 観測史上1位を更新した地点数︓125地点

観測史上1位を更新した地点数︓72地点

■期間最⼤24時間降⽔量（アメダス） ■期間最⼤48時間降⽔量（アメダス）
（平成30年6⽉28⽇〜7⽉8⽇）

（令和元年10⽉10⽇〜10⽉13⽇）



■総降⽔量の年降⽔量平年⽐

■総降⽔量
（アメダス）

東⽇本に影響をもたらした台⾵第19号

（令和元年10⽉10⽇〜10⽉13⽇）
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台⾵第19号は、接近・上陸した10⽉12⽇から13⽇にかけて半⽇から1⽇程度で各地に降った総降⽔量は、東京都⻄多摩
郡、埼⽟県秩⽗市、宮城県丸森町では、年間降⽔量の40%を超える⼤⾬となった。
各河川の流域でみても、信濃川⽔系千曲川、久慈川においては河川の計画規模を超える降⾬となり、阿武隈川や鳴瀬川⽔

系吉⽥川や利根川なども計画規模に匹敵する⼤⾬をもたらした。
その結果、各地の⼤河川で堤防が決壊することとなり、平成30年7⽉豪⾬を超える浸⽔被害となる。
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［国管理河川］ 堤防決壊 ６水系７河川12箇所
（鳴瀬川水系吉田川、阿武隈川水系阿武隈川、久慈川水系久慈川、那珂川水系那珂川、荒川水系越辺川、荒川水系都幾川、信濃川水系千曲川）

［県管理河川］ 堤防決壊７県20水系６７河川128箇所
（宮城県４水系18河川36箇所、福島県11水系23河川49箇所、茨城県２水系４河川６箇所、栃木県２水系13河川27箇所、埼玉県１水系２河川２箇所、
新潟県２水系２河川２箇所、長野県１水系５河川６箇所）

このように堤防決壊の状況からみても、台風第19号は、平成30年７月豪雨の国管理河川１水系２箇所、県管理河川
11水系25河川35箇所の計37箇所を大きく上回る140箇所、同時多発的かつ広範囲に及び甚大な被害が発生。

： 国管理河川決壊箇所

： 都道府県管理河川決壊箇所

： 国管理河川

国 12箇所
県 128箇所
計 140箇所
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（11月13日時点）

台⾵第19号による堤防の決壊等の状況
な る せ よ し だ あ ぶ く ま あ ぶ く ま く じ く じ な か な か あ ら お っ ぺ あ ら と き し な の ち く ま



国管理河川で約25,000haの浸水

○台風第19号により広い範囲で記録的な大雨となり、関東・東北地方を中心に計140箇所で堤防が決壊するなど
河川が氾濫し、国管理河川だけでも約25,000haの浸水が発生。

○この記録的な大雨により、13都県※に大雨特別警報が発表された。これは、平成30年７月豪雨の１府10県を超
える発表数となった。※静岡県、神奈川県、東京都、埼玉県、群馬県、山梨県、長野県、茨城県、栃木県、新潟県、福島県、宮城県、岩手県

北陸新幹線
⾞両基地

破堤点
（千曲川左岸
58.0k付近）

信濃川水系千曲川（長野県長野市）

久慈川水系久慈川、里川（茨城県常陸大宮市ほか）

阿武隈川水系阿武隈川（福島県須賀川市ほか）

破堤点
（久慈川左岸25.5k付近）

堤防の決壊等により、約1,360haが浸水。市全体で床上浸水
3,305戸,床下浸水1,781戸(11/8※)の家屋被害等が発生。

堤防の決壊等により、約2,220haが浸水。市全体で床上浸水
329戸,床下浸水72戸(11/1※)の家屋被害等が発生。

堤防の決壊等により、約3,400haが浸水。市全体で床上浸水
868戸,床下浸水208戸(11/5※)の家屋被害等が発生。

堤防の決壊等により、約1,650haが浸水。市全体で床上浸
水475戸,床下浸水87戸(10/15※)の家屋被害等が発生。

※長野県ウェブサイト

※東松山市ウェブサイト

※須賀川市ウェブサイト

※常陸大宮市ウェブサイト
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■総論

荒川水系越辺川、都幾川（埼玉県川越市ほか）

台⾵第19号による河川の氾濫の状況

上田電鉄別所線（千曲川橋梁）

し な の ち く ま あ ぶ く ま あ ぶ く ま す か が わ

あ ら お っ ぺ か わ ご えと き
く じ さ と ひ た ち お お み やく じ



台⾵第19号による⼟砂災害の発⽣状況
土砂災害発生件数

９６２件
土石流等 ： ４２６件
地すべり ： ４４件
がけ崩れ ： ４９２件

【被害状況】
人的被害：死 者 １６名

行方不明者 １名
負 傷 者 １０名

人家被害：全 壊 ４２戸
半 壊 ５８戸
一部損壊 ２０１戸

※発生件数及び人的・人家
被害については、確認中
であるため、今後数値等
が変わる可能性がありま
す。

１０/１２

地すべり

とみおか たくみ

群馬県富岡市内匠

死者：３名、負傷者：３名
全壊：１戸、半壊５戸

【台風第19号経路】

１０/１３

土石流等

いぐ まるもりまち

宮城県伊具郡丸森町

死 者:４名
行方不明者:１名

凡例
発生件数

50～

１～

0

30～

都道府県別発生件数

宮城県 294件
福島県 138件
岩手県 97件
神奈川県 94件
群馬県 67件
長野県 60件
新潟県 45件
静岡県 44件
栃木県 36件
埼玉県 28件

東京都 23件
茨城県 15件
山梨県 11件
山形県 3件
千葉県 2件
青森県 1件
秋田県 1件
石川県 1件
三重県 1件
和歌山県 1件

１０/１３ あんなか しもまにた

群馬県安中市下間仁田

ごふくやがわ

五福谷川

除石状況
（直轄砂防施工）

１０/１3 いといがわ ひがしつか

新潟県糸魚川市大字東塚

施設効果事例
待受式擁壁が土砂を捕捉

がけ崩れ

崩壊地

地すべり

大型土のう設置完了

１０/１４ みょうこう しもひらまる

新潟県妙高市大字下平丸地すべり

応急的な地下水排除対策を実施

大型土のう設置完了

水抜きボーリング

１０/１３

土石流等

きたあずみぐんおたりむら

長野県北安曇郡小谷村

ワイヤーセンサーの設置完了

１０/１３

土石流等

あがつまぐんつまごいむら

群馬県吾妻郡嬬恋村

応急仮設ブロック設置完了
（直轄砂防施工）

令和元年12月２日 現在

1 9



台⾵第19号による⼟砂災害の特徴

800

962

175

373

233

177

177

198

208

145

0 200 400 600 800 1000 1200

［H16.T23］

R1.T19

H30.T24

H29.T21

H28.T16

H28.T10

H27.T18

H23.T15

H23.T12

H21.T9

東日本のほぼ全ての都県に
おいて土砂災害が発生

凡例
発生件数

40～

１～

0

30～

広域にわたる同時多発 台風に伴う災害では過去最大 頻発する土砂・洪水氾濫

○H29九州北部豪⾬、H30⻄⽇本豪⾬に引き
続き、⼟砂・洪⽔氾濫が発⽣

○⽇本全国において同様の被害が発⽣する可能
性を⽰唆

○記録の残る台⾵により発⽣した⼟砂災害の中
で最⼤の発⽣件数

○⼟砂災害が100件以上発⽣した台⾵（過去
10年）における平均値を⼤きく超過

台風に伴う土砂災害の発生件数

五福谷川
ご ふ く や か わ

R元 宮城県丸森町

丸森町では、土砂・洪水氾濫により堆積した土砂等が
障害となり、被害の把握や救援救助に時間を要した

○東⽇本を中⼼に20都県にわたって950件を超
える⼟砂災害が発⽣

○このうち８県において、40件以上の⼟砂災害が
発⽣しており、被害が広範

土砂災害発生件数

H30 広島県坂町 H29 福岡県朝倉市

10月12日9時

上流域の崩壊発生状況

過去10年間で100件以上の土砂災害が発生した台風災害（8件）と比較

平均210件

全数 40件以上発生

平成21年 中国・九州北部豪雨 492 25 2

平成21年 台風第9号 145 15 1

平成23年 台風第12号 208 20 1

平成23年 台風第15号 198 29 1

平成24年 九州北部豪雨 268 17 2

平成26年 8月豪雨 637 29 5

平成27年 台風第18号 177 18 1

平成28年 台風第16号 233 24 2

平成29年 九州北部豪雨 316 17 2

平成29年 台風第21号 373 33 2

平成30年 西日本豪雨 2,581 32 8

平成30年 台風第24号 175 25 1

令和元年 6月下旬からの大雨 221 16 1

令和元年 8月の前線に伴う大雨 171 15 2

令和元年 台風第19号 962 20 8

発生年 災害名
土砂災害
発生件数

土砂災害が発生した都道府県数

過去最大

令和元年１2月２日現在

2 10
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鳴瀬川⽔系吉⽥川における出⽔状況【宮城県】
○台風第19号の影響により東北地方の太平洋側で非常に激しい降雨となり、鳴瀬川水系流域５観測所において、既往１位を観測。
〇吉田川筋の観測所では６観測所において計画高水位を超過。

11

青森県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福島県

【雨量観測所位置図】

難波

嘉太神

明石

青野半森山

寒風沢
北川内

小野田

升沢

鳴瀬川

吉田川

【等雨量線図】

吉田川→

主要地点の水位（吉田川）

粕川水位観測所

HWLを6時間超過

L20.9km決壊確認
（10月13日 7:50）

な る せ よ し だ

か す か わ

よ し だ

よ し だ

な る せ



吉田川左岸 15.0k+78～16.8k L=652

吉田川左岸 11.4k+130～150 L=20m

吉田川左岸 17.8k-80～18.0k-5 L=275m

吉田川左岸20.9k L=100m
黒川郡大郷町粕川字伝三郎

吉田川右岸 18.4k-43～18.6k-62 L=181m

吉田川右岸20.0k
黒川郡大郷町粕川字丸山

吉田川右岸 21.7k-55～22.3k-30 L=515

吉田川右岸 24.0k～24.3k-58 L=84m
吉田川右岸 28.9k～29.1k-11 L=189m

竹林川左岸 0.0k～0.4k+43 L=443m

竹林川左岸 0.4k+131～1.4k-60 L=805m

竹林川左岸 1.4k+62～1.8k-95 L=243m

吉田川右岸 30.5k-24～+23 L=47m

竹林川右岸 2.2k+67～+106 L=39m

善川右岸 2.4k-49～-13 L=36m

竹林川左岸 3.0k～3.2k+15 L=215m

吉田川右岸 31.1k+110～31.5k-48 L=242m

吉田川右岸31.7k
富谷市志戸田字平成北

善川右岸 3.2k～3.4k+72 L=272m

善川左岸 3.2k-75～3.4k+108 L=383m

善川左岸 2.4k-51～2.6k-30 L=221m

善川右岸 0.2k-105～0.6k-38 L=350m

吉田川左岸23.5k
黒川郡大和町落合桧和田

吉田川左岸 21.7k+9～+33 L=24m

善川右岸 0.6k+80～1.4k-69 L=514m

善川左岸 1.8k-88～2.2k-158 L=356m

吉田川左岸 12.4k
宮城郡松島町竹谷

（３）吉田川筋の越水・溢水と決壊

凡例

堤防決壊箇所

越水・溢水箇所（巡視により確認）

越水・溢水箇所（痕跡調査により確認）

浸水範囲

【決壊・越水・溢水箇所】
吉田川 17箇所
善 川 8箇所
竹林川 8箇所

合 計 33箇所

吉田川左岸 31.3k-128～31.5k+44 L=372m

竹林川右岸 2.6k+83～3.2k+100 L=617m

竹林川左岸 2.4k+35～2.6k-48 L=117m

竹林川右岸2.8k
富谷市三ノ関字馬場沢下

善川右岸 1.2k+87～2.0k-14 L=447m

吉田川左岸 28.9k～29.1k+17 L=217m

12
※今次出水に関する数値等は速報値であり、
今後変更となることがある。

10/23 22:00時点

東北地方整備局

吉田川

吉田川

善川

竹林川

吉田川

鳴瀬川⽔系吉⽥川における被害状況【宮城県】
○台風第19号の出水により、吉田川17箇所、善川８箇所、竹林川８箇所、合計33箇所の決壊・越水・溢水が発生。

〇大郷町粕川地区で堤防が決壊。

吉田
川

川裏部が崩壊 上流土堤部でも越水

令和元年10月13日6
時ごろ

吉田川

令和元年10月13日12時ごろ

吉
田
川

な る せ よ し だ

よ し だ ぜ ん たけばやし

お お さ と か す



最高水位 9.70m
（10月13日 3:00）

水位
雨量

雨
量
（m

m

）
玉
ノ
井
雨
量
観
測
所

阿武隈川⽔系阿武隈川（上流）における出⽔状況【福島県】
○台風第19号に伴う降雨では、須賀川・郡山・福島地点等の阿武隈川流域で24時間に200mmを超える雨が広範囲に及んだ。
〇基準観測所全てで氾濫危険水位を超過し、特に本宮・阿久津（郡山市）・須賀川地点においては計画高水位を超過した。
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L86.6km越水確認
（10月13日 0:58）

R95.6km越水確認
（10月12日 23:42）

【気象衛星画像（１０月１３日１時頃）】【天気図（１０月１２日２１時頃）】 24時間雨量と48時間雨量のレーダ分布図が概ね一致⇒24時間に雨が集中

10月11日0時から13日0時までの48時間の累計

※ 累加レーダー雨量図は統一河川情報システムより ※ 累加レーダー雨量図は統一河川情報システムより

10月12日0時から13日0時までの24時間の累計

阿武隈川流域で
多量の降雨

主要地点の水位

玉ノ
井

本宮水位観測所

最高水位 9.60m
（10月13日 8:00）

雨量
水位

雨
量
（m

m

）
須
賀
川
雨
量
観
測
所

須賀川水位観測所

あ ぶ く ま

す か が わ

あ ぶ く ま

こ お り や ま ふ く し ま あ ぶ く ま

も と み や あ く つ こ お り や ま す か が わ

も と み や

す か が わ



阿武隈川⽔系阿武隈川（上流）における被害状況【福島県】
○台風第19号の影響により阿武隈川上流では越水が11箇所、決壊が１箇所発生。

浸水状況図（国土地理院作成）

11/5 現在

決壊箇所

浜尾遊水地

10月13日 12:0910月13日 12:09

鏡石町

玉川村 矢吹町

14

あ ぶ く ま あ ぶ く ま

あ ぶ く ま

たまかわむら や ぶ き ま ち

かがみいしまち



田母神雨量観測所
（国交省）

たもがみ

大内雨量観測所
（宮城県）

おおうち

丸森水位観測所
(阿武隈川37.2ｋ)

まるもり

※河川監視用カメラより撮影

阿武隈川下流 丸森橋（37.2k付近）

平常時 高水時

撮影月日：10月13日 05時14分

阿武隈川

宮城県伊具郡丸森町船場地先

阿武隈川下流 阿武隈橋（8.1k付近）

阿武隈川

撮影月日：10月13日 06時40分

宮城県岩沼市阿武隈地先

阿武隈川
流域図

阿武隈川

阿武隈川⽔系阿武隈川（下流）における出⽔状況【宮城県】

15

あ ぶ く ま あ ぶ く ま

あ ぶ く ま あ ぶ く ま

あ ぶ く まい わ ぬ ま

あ ぶ く ま ま る も り

ま る も りい ぐ ふ な ば

あ ぶ く ま



○ 台風19号に伴い宮城県丸森町を襲った豪雨により、阿武隈川水系内川流域において土砂・洪水氾濫が発生
○ 内川流域内では、大小含め多数の崩壊が発生しており、五福谷川等の支川の比較的勾配の緩い区間におい

て土砂が河道を完全に埋塞し、大量の土砂が氾濫
○ 土砂・洪水氾濫発生個所では河道が土砂で埋塞するとともに、上流部には不安定土砂の堆積が認められるこ

とから、今後、中小出水による土砂流出により、再度氾濫被害を発生させる恐れ

■ 内川流域における土砂・洪水氾濫発生状況

五福谷川

五福谷川

広範囲にわたり堆積する大量の土砂

気象庁HPより取得した1時間ごとの降水量を用いて作成

堆積土砂により一階部分が埋没

上流域の崩壊発生状況

流域図

内川

阿武隈川
斜面崩壊等が確認された箇所

斜面崩壊等が特に集中している範囲

新川

しん かわ

うちかわ

【最大24時間雨量の分布】

国土地理院より提供

16

阿武隈川⽔系阿武隈川（下流）における被害状況【宮城県】

16

あ ぶ く ま あ ぶ く ま

ま る も り あ ぶ く ま う ち

う ち ご ふ く や



計画高水位超過
13日1時～7時

ピーク水位13日4時
12.44m

立ヶ花

信濃川⽔系千曲川における出⽔状況【⻑野県】
○台風第19号本体が上陸する前から活発に雨雲が断続的に生じ、広範囲で強い雨が降り続けた。その結果、各地で観測記録を塗

り替える大雨になり、特に千曲川流域の東域に300㎜を越える大雨となり、千曲川本川で大出水となった。

17

L58km越水確認
（10月13日 0:55）

【水位観測所位置図】

生田

立ヶ花

杭瀬下

小市

陸郷

熊倉

稲核ダム

【10月12日15時 天気図】

【総降水量の10月降水量平年比の分布図
（10月10日～13日）】

【観測所位置図】

【千曲川・犀川流域の降水量】
（累計雨：令和元年10月12日 1：00～10月14日24：00）

【各観測所のハイドログラフ】

し な の ち く ま

ち く ま ち く ま

ち く ま さ い



信濃川⽔系千曲川における被害状況【⻑野県】
○台風第19号により、長野県内において、国管理河川の千曲川において堤防決壊が発生。県管理河川では皿川及び三念沢、志賀

川、滑津川、麻績川にて堤防決壊が発生し、浸水被害をもたらした。

18

千曲川

犀川

犀川

梓川

大町ダム
高瀬川

新潟県

群馬県

埼玉県

長野県

千曲川 穂保地先 堤防決壊（L=約70ｍ）

三念沢 豊野地先 堤防決壊

皿川 北山地先 堤防決壊

麻績川 宮の下地先 堤防決壊

志賀川 下宿地先 堤防決壊

滑津川 石神地先 堤防決壊

：決壊

：溢水・越水

：内水

：大臣管理区間 ：県管理区間

：決壊

：溢水・越水

：内水

凡例
直轄管理区間 県管理区間

長野県

堤防決壊 越水・溢水 内水被害 河川管理施設被害

国管理河川 1水系1河川1箇所 1水系1河川11箇所 1水系2河川18箇所 1水系1河川34箇所

県管理河川 1水系5河川6箇所 1水系17河川21箇所 1水系3河川3箇所 2水系135河川973箇所

【被害状況図（10月29日時点）】

被害状況（10月29日時点）

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

し な の ち く ま

ち く ま さ ら さ ん ね ん ざ わ し が

な め づ お み



信濃川⽔系千曲川における被害状況【⻑野県】
○千曲川左岸57.5ｋ付近の堤防は約70ｍにわたり決壊した。堤防決壊地点を含む約1.5㎞で越水し、裏法崩れ等が発生している。
〇堤防決壊箇所に設置されたＣＣＴＶカメラにより10月13日0：55頃越水確認、同日2：15以降、CCTVカメラが倒壊監視不能。

19

13日1:10

13日2:15

⑥護岸欠損 11 月2日 9 :20撮影

越水区間 約1.5㎞

←千曲川

堤防決壊

【左岸堤防越水区間】

②決壊地点下流側の裏法崩れ
10月20日 16:00撮影

①決壊地点下流側の裏法崩れ
10月13日 14:00撮影

③決壊地点上流の裏法崩れ
10 月 13日 14 :50撮影

④決壊地点上流の裏法崩れ
10 月31日 15 :40撮影

桜づつみ

裏法崩れ裏法崩れ 裏法崩れ

護岸欠損

凡 例

堤防決壊

裏法崩れ

護岸欠損

⑤裏法崩れ 10 月 13日 9 :50撮影

裏法崩れ

裏法崩れ

桜づつみ

し な の ち く ま

ち く ま



信濃川⽔系千曲川における被害状況【⻑野県】

20

【長野県の被害状況
（11月11日10:00現在）
：長野県災害対策本部】

【浸水推定段彩図
：国土地理院】

0 200 400 600 800 1000
0 200 400 600 800 1000

【浸水範囲図
：千曲川河川事務所】

人
的
被
害
（
人

）

死者 5

行方不明者 0

負
傷
者

重傷 7

軽傷 130

計 142

住
家
被
害
（
世
帯

）

全壊 863

半壊 2,002

一部損壊 2,522

上
記
以
外

床上浸水 565

床下浸水 2,220

計 8,172

堤防決壊地点

10月13日 10時
浸水範囲 約9.5㎢

写真①

写真②

×

×

堤防決壊地点
写真①

写真②

×

×

写真① 10月14日 12:15 写真② 10月14日 11:37

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

し な の ち く ま



信濃川⽔系千曲川における被害状況【⻑野県】
○千曲川左岸104ｋ付近の堤防が延長約300ｍにわたり欠損した。(図-2、図-3）

また、千曲川橋梁（上田電鉄）左岸側橋台が被災をうけ落橋した。(図-2）
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図-2 2019.10.14撮影

図-3 2019.10.14撮影

図-1 台風第19号出水前の状況

上田橋

し な の ち く ま

ち く ま

ち く ま



２．雨量の状況

〇関東地方では、台風第19号の降雨により、多くの雨量観測地点で既往最高雨量となりました。
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関東地⽅の出⽔状況

既往最高雨量 今回洪水雨量
(H11熱帯低気圧)
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※数値等は速報値のため、修正する可能性があります。
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■水位の状況

八ッ場ダム

既往最高 今回洪水

28.2 27.9
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※水位は各河川の工事基準面からの高さで整理しています。※※数値等は速報値のため、修正する可能性があります。
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関東地⽅の出⽔状況
〇関東地方整備局管内では、台風第19号の降雨により、多くの水位観測地点で既往最高水位となりました。

23

と ね くりはし

と き のもと

おっぺ にっさい

あさ あさかわ あら じすいばし

おもい おとめ

な か のぐち

く じ やまがた

た ま いしはら



台風19号 河川等の主な被災状況（国管理河川）

11/5 13︓00時点

関東地⽅の被害状況
○関東地方の主な被災状況は、国管理河川で４河川９箇所で決壊。８河川16箇所で越水・溢水が発生。
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６．決壊箇所の緊急復旧

25

荒川⽔系越辺川・都幾川における被害状況【埼⽟県】
○荒川水系越辺川・都幾川では堤防が３箇所決壊する被害がありました。

撮影日2019.10.13 12時00分頃

決壊 L=約100m

決壊 L=約70m

撮影日2019.10.13 12時10分頃

お っ ぺ と き

お っ ぺ

あ ら

と きあ ら



６．決壊箇所の緊急復旧

な か が わ
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久慈川⽔系久慈川における被害状況【茨城県】
○久慈川水系久慈川では堤防が３箇所決壊する被害がありました。

決壊 L=約600m
決壊 L=約1００m

撮影日2019.10.13 5時45分頃

く じ

く じ

く じ

く じ



６．決壊箇所の緊急復旧

く じ が わ く じ が わ
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那珂川⽔系那珂川における被害状況【茨城県】
○那珂川水系那珂川では堤防が３箇所決壊する被害がありました。

撮影日2019.10.13 6時15分頃

決壊 L=約250m

撮影日2019.10.13 11時00分頃

決壊 L=約200m

な か

な か

な か

な か



令和元年台風第１９号 概要（気象概況、主な被害状況）

○東北や関東を中心に、12月12日時点で死者・行方不明者87名等の人的被害のほか、住家の全壊3,067棟、半壊
24,948棟、一部破損26,039棟、床上浸水11,408棟、床下浸水22,991棟の多数の被害が発生。

○平成30年7月豪雨では土砂災害による被災が多かったため、全壊棟数は平成30年7月豪雨が多かったものの、
台風第19号は、住家被害全体が平成30年7月豪雨に比べて大幅に上回る大災害※となった。

都道
府県名

人 的 被 害 住 家 被 害

死者
行方

不明者
重傷 軽傷 全壊 半壊

一部
破損

床上
浸水

床下
浸水

人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟

岩手県 3 4 3 41 741 1,543 46 115

宮城県 19 2 7 35 288 2,836 2,465 1,908 12,668

福島県 30 1 56 1,339 11,230 5,697 2,611 463

茨城県 2 1 20 146 1,566 1,382 26 349

栃木県 4 4 19 77 4,292 6,869 1,452 1,058

群馬県 4 1 6 21 302 402 28 174

埼玉県 3 1 32 132 412 593 2,360 3,281

千葉県 1 1 23 14 69 1,698 25 70

東京都 1 11 27 174 460 816 706

神奈川県 9 2 41 53 722 847 971 524

長野県 5 7 137 917 2,580 3,478 15 1,718

静岡県 2 2 5 7 9 449 1,010 1,424

その他 1 9 49 5 15 156 140 441

合計 84 3 39 437 3,067 24,948 26,039 11,408 22,991

○人的・住家被害（令和元年12月12日現在）

上記のほか、現時点で、災害との関連が確認されている死者１名

○避難所避難者数
10/13 5：00時点；237,008人
（12/12現在、786人）

○電力
10/13 0:00時点；約521,540戸
（11/7復旧済み）

○水道
総断水戸数；約166,152戸
（11/15復旧済み）

○鉄道
10/13 3:30時点；83事業者
254路線運転休止
（12/12現在、
5事業者6路線運転休止）

○高速道路
10/13 4:30時点；13路線15区間
被災による通行止め
（10/23復旧済み）

台⾵第19号による⼀般被害の状況

※平成30年7月豪雨（H30.11.6時点）
人的被害 死者224名、行方不明者8名
住家被害 全壊6,758棟、半壊10,873棟、一部損壊3,829棟

床上浸水8,567棟、床下浸水21,872棟
28
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家を埋めた流出⼟砂（宮城県丸森町）

千曲川の氾濫による浸⽔被害（⻑野県⻑野市） 家屋や車両の浸水被害（福島県郡山市）

台⾵第19号による被害状況

ま る も り

な が の こおりやまち く ま



水害, 
62名, 

74%

土砂災害, 
16名, 19%

その他,
6名※, 7%

死者（災害種別）

〜10代
5%

20代
2% 30代

2%

40代
5%

50代
9%

60~64歳
11%

65~69歳
18%

70代
23%

80代
17%

90代
6%

100代
2%

死者（年代別）

台⾵第19号による被害の特徴
○台風第19号による死者は84名（12月12日現在：災害関連死を除く）。
65歳以上の高齢者が約65％を占めており、約74％の方が水害で亡くなられている。
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65歳以上6５％
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水害, 41名, 
82%

土砂災害, 3
名, 6%

その他, 6名※, 
12%

屋外での死者(50名)（災害種別）

〜20代, 

6名, 12%
30代, 2名, 

4%

40代, 3名, 6%

50代, 5名, 10%

60~64歳, 

6名, 12%

65~69歳, 

11名, 22%

70代, 

10名, 20%

80代, 

7名, 14%

屋外での死者(50名)

40代, 1名, 3%

50代, 3名, 
9% 60~64歳,

3名, 9%

65~69歳, 4名, 12%

70代, 9名, 
26%

80代, 7名, 
20%

90代〜,

7名, 21%

⾃宅での死者

台⾵第19号による被害の特徴
○また自宅で亡くなられた方34名のうち、79％が65歳以上の高齢者。

屋外で亡くなられた方50名のうち、車での移動中が約半数超（27名）を占める。

31

自
宅

屋
外

65歳以上79％

65歳以上56％

・土砂災害は自宅での被災が多い
・高齢者の比率が高い

・水害は屋外での被災が多い
・水害の死者の半数は車移動中
・50代以下の比率が高い

高齢者が避難
できていない

・早期の避難
・車での避難
・浸水時の避難行動

うち車23名

うち車０名

うち車４名

水害, 
21名, 62%

土砂災害, 
13名, 38%

自宅での死者（災害種別）

※その他に区分する死者は、車移動中の道路陥没箇所
への転落による死者3名及び強風による死者3名



〜10代
5%

20代
2% 30代

2%
40代
5%

50代
9%

60~64歳
11%

65~69歳
18%

70代
23%

80代
17%

90代
6%

100代
2%

死者（年代別）

〜10代
7%

20代
3%

30代
5%

40代
11%

50代
11%

60~64歳,
5%65~69歳, 

7%

70代
26%

80代
20%

90代
5%

死者（年代別）

「令和元年台⾵第19号」 と「平成30年７⽉豪⾬」との⽐較
○台風第19号は平成30年7月豪雨と比べて、河川氾濫や住家被害は大きかったが、死者数は半分以下であった。
〇災害種別から比較すると、平成30年７月豪雨は土砂災害による死者数が54%、台風第19号は水害による死者数

が74%となり、大きく異なっていた。
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平成30年７⽉豪⾬︓死者214⼈

令和元年台⾵第19号︓死者84⼈

65歳以上
の割合
約65％

65歳以上
の割合
約58％

水害,
68名, 35%

土砂災害, 
107名, 

54%

その他, 
22名, 
11%

死者（災害種別/3県）

合計：197人
（岡山県、広島県、愛媛県の３県の死者合計）

水害, 
62名, 

74%

土砂災害, 
16名, 19%

その他,
6名※, 7%

死者（災害種別）

※その他に区分する死者は、車移動中の道路陥没箇所
への転落による死者3名及び強風による死者3名



台⾵第19号及び10⽉25⽇の⼤⾬における避難情報の発令タイミング

※１ 警戒レベル４相当情報の発表より前に、又は発表後速やかに警戒レベル４が発令されていたか等により確認

河川 ⼟砂災害

51⼈, 91%

適切に発令されていた
ことを確認

〇河川（洪水予報河川、水位周知河川、その他河川）付近や土砂災害で人的被害が生じた箇所において、市町村から避難情報が適切に
発令されていたか確認※１したところ、浸水想定区域や土砂災害警戒区域等のリスクが示されていない箇所等を除き、適切に
発令されていた。

〇人的被害が生じかつ警戒レベル４を発令した自治体において、暗くなる18時までに警戒レベル４が発令されていた自治体は
７～８割程度。

台
⾵
第
19
号

10
⽉
25
⽇
の
⼤
⾬

18時までに警戒
レベル４を発令,

83%,５⾃治体

22時までに警戒レベル４を発令,

17%,1⾃治体

18時までに警戒
レベル４を発令,

73%,24⾃治体

22時までに警戒レベル４を発令, 

27%,9⾃治体

夜間

※２（水位周知区間外での被災）：自治体が自主的に、警戒レベル３相当や警戒レベル４相当の水位を設定し、
それに応じて警戒レベル３、警戒レベル４を発令することにしている。今回、
警戒レベル４避難勧告、避難指示は発令していないが、周囲が浸水し危ない
状況になっていたので、防災行政無線にて、屋内安全確保を呼びかけた。

適切に発令されていた
ことを確認

4⼈,100％7⼈, 87%

1⼈※２,
13%

適切に発令されていた
ことを確認

3⼈, 19%

13⼈,81%

適切に発令されていた
ことを確認

浸⽔想定区域が
⽰されていない
その他河川

５⼈,９％

⼟砂災害警戒
区域等が⽰さ
れていない
箇所
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